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い。これが早淵川上流域と谷本川上流域との地域差と捉えることもできるが、さらに小さく、支谷単位で小

地域を捉える必要性があるのではないかと考える。

　朝光寺原遺跡については山の道を想定したが、三殿台遺跡おいては海の道について考えておきたい。

　三殿台遺跡は、朝光寺原遺跡の南南東約 16km に在る。現在の海岸との距離は、根岸湾岸まで 1.7km に

位置し、往時の海岸線は遺跡近く存在しており、いわゆる海辺の集落であったと考えられる。

　調査報告書≪遺物編≫が刊行されていないこともあり、大方には、朝光寺原式土器は存在していないと思

われてきた。しかし、鈴木重信氏の整理作業や今回の資料調査でその存在が明確となり、出土土器の様相

は、朝光寺原遺跡と相異していることも明らかになった。先述したように、台付甕では駿河湾岸地域の影響

が認められ、高坏では三河地域の影響も認められている。また、広口甕では東京湾東岸地域の影響も認めら

れた。このように他地域・異系統の土器が混在する状況が確認できた。

　三殿台遺跡は根岸湾の最奥部中央に位置しており、近くに海の津が存在していたことも充分考えられる。

広範な地域に影響が求められるその背景を考える上では、東海地方（遠江・三河）や東京湾東岸に通じる津

の存在は不可欠である。金目川や相模川流域においては遠江や三河からの移住が想定されており、綾瀬市神

崎遺跡においては、出土土器の 95％が西遠江系土器であることから、移住民によって営まれた集落であっ

たとされている。しかも、土器は搬入されたものではなく、胎土分析の結果、多くが周辺河川砂鉱物・岩石

組成と類似しており、地元で作られた可能性が高いという（小滝・岩田ほか 1992）。朝光寺原式土器分布圏

の南西部には集団的な移住が行われていたことが想定されている。

　このように、遠く隔たった他地域から多くの人の移動をさせるのは舟運を想定しなければならない。さら

に海の津を中継点として河川の上流地域に向けても舟運が使われた可能性が充分考えられる。一方、広口甕

では甲府盆地の影響も認められており、人・物の移動については陸路だけでなく河川舟運の可能性も視野に

おかなければならないだろう。

　このように、三殿台遺跡は海の道の玄関であり、と同時に、ここを起点とした河川舟運や陸路の起点にも

なっていたことは想像に難くない。必ずしも巨大集落とは言えないが、この地域における交易・流通経済の

拠点的な集落であったことを窺うことが出来よう。

おわりに

　今回機会を得て、朝光寺原式土器の型式基盤を掘り起こすに至った。不充分な点が多々あるそしりは免れ

ないが、幾許かは当該研究の参考になればと願うものである。諸兄の御叱正・御教示を賜れば幸いである。

また、拙文の至らない部分については、正式報告書の際に修正されることを期待する。

　〝発掘調査は報告書をもって完了する〟原則が、朝光寺原遺跡にも等しく適用され、一日も早く刊行され

ることを切望している。集積された記録や遺物をもとにして、第一級遺跡の全体像を過不足なく明らかにし

てほしいものである。

　朝光寺原遺跡の意義に着目し、その成果をさらに発展させようと考える考古学・地域史研究者は決して少

なくない。小文がそうした渇望への一滴となり、かつ報告書作成への一里塚となれば望外の幸せである。

　和島誠一先生が他界して半世紀、岡本　勇先生が長逝して四半世紀の歳月が流れた。学生時代に朝光寺原

遺跡の発掘調査に係わった一人として、多少なりとも自己責任を果たすことができたと思っている。両先生

の苦笑いする顔を思い浮かべつつ擱筆する。　　　　　　　　　　　　　　　　 　（2022 年 1 月 20 日稿了）
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１．朝光寺原 510-N-0（頸部外面）

頸部内面の調整痕

胴～底部外面の調整痕 底部外面のハケ目調整状況

写真１　朝光寺原遺跡 510 号住居址出土土器　１写真 1　朝光寺原遺跡 510号住居址出土土器　1
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３．朝光寺原 510-P11-N3（口頸部外面） ハケ目調整痕と波状文の施文状況

器壁内面のナデと棒状ミガキ痕

器壁内面の調整痕

写真２　朝光寺原遺跡 510 号住居址出土土器　３
写真 2　朝光寺原遺跡 510号住居址出土土器　3
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５．朝光寺原 510-P9-N13

５．胴部外面の器面調整痕

６．朝光寺原 510-P10
６．器壁内面の調整痕

写真３　朝光寺原遺跡 510 号住居址出土土器　５・６写真 3　朝光寺原遺跡 510号住居址出土土器　5・6
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２．朝光寺 510-P11

７．朝光寺原 510-A-N4

10．朝光寺原 510-A-3

写真４　朝光寺原遺跡 510 号住居址出土土器　10・７・２写真 4　朝光寺原遺跡 510号住居址出土土器　2・7・10
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４．朝光寺原 510-P4-N9（外面） ４．朝光寺原 510-P4-N9（器壁内面の調整痕）

写真５　朝光寺原遺跡 510 号住居址出土土器　４写真 5　朝光寺原遺跡 510号住居址出土土器　4
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11．朝光寺原遺跡 510-P７-N12

12．朝光寺原遺跡 510

12．口唇部の刻目文

９．口唇部刻目文の施文状況

９．朝光寺原遺跡 510

12．床付面の籾痕（楕円内）

写真６．朝光寺原遺跡 510 号住居址出土土器　11・12・９
写真 6　朝光寺原遺跡 510号住居址出土土器　9・11・12
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写真７．朝光寺原遺跡 109c・515ｂ号住居址出土土器　20・17

17．朝光寺原 515b- フ（一部）

20．朝光寺原 107c-P5 20．口頸部波状文施文状況

写真 7　朝光寺原遺跡 107c・515b 号住居址出土土器　20・17
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写真８．朝光寺原遺跡不明遺構出土土器　21

器壁内面の器面調整状況

21．朝光寺原 C- 不明遺構出土土器

口頸部波状文の施文状況

頸～底部外面の器面調整状況

写真 8　朝光寺原遺跡C区不明遺構出土土器　21
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写真９．朝光寺原遺跡 511c・512 号住居址出土土器　23・24

23．朝光寺原 512- 出口 P

口頸部器壁

内面調整痕

23 胴部器壁

内面調整痕

24．朝光寺原 511c（口頸部外面）
24 口頸部内面の器面調整状況

24 刻目文のハケ目痕 24 刻目文のハケ目痕

写真 9　朝光寺原遺跡 512・511c 号住居址出土土器　23・24
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28 口頸部内面の器面調整状況

写真 10．朝光寺原 515 号住居址出土土器　28

胴部内面➀ 胴部内面➁

胴部外面➀
胴部外面➁

28．朝光寺原 515－フ（口頸部外面）

写真 10　朝光寺原遺跡 515号住居址出土土器　27
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写真 11．朝光寺原遺跡 515・221・510・514a 号住居址出土土器　30・31・29・13

13．朝光寺原 510+514a ユ（高坏）赤彩

29．朝光寺原 221（赤彩）

31．底部内面

31．朝光寺原 515- フ（小型壺）赤彩

30．朝光寺原 515- フ（高坏）赤彩

写真 11　朝光寺原遺跡 510・514・515・515a・221 号住居址出土土器　13・29・30・31
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写真 12．三殿台遺跡 223 号住居址出土土器　49

49．内面の器面調整状況 49．外面のハケ目調整痕

刻目文に見えるハケ目痕

49．三殿台 223- ユ

写真 12　三殿台遺跡 223号住居址出土土器　49
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51．三殿台 223- ユ

写真 13．三殿台 223 号住居址出土土器　51・53

内面

53．三殿台 223- ユ 口縁部内面

外面

外面

写真 13　三殿台遺跡 223号住居址出土土器　51・53
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写真 14．大熊宮原遺跡出土土器（坂本・宮田 2021 原図に加筆修正）

内面の器面調整状況 胴部外面のハケ目痕

簾状文下の波状文

波状文の重なり状況

簾状文の４段止め

大熊宮原遺跡出土 朝光寺原式台付甕

写真 14　大熊宮原遺跡出土朝光寺原式台付甕（坂本・宮田 2021 原図に加筆修正）
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【註】

（1）　�石川日出志は、関東地方弥生中期中葉の社会変動について、土器や集落形態、墓制、石器組成などか

ら論じる中で、埼玉県池上・小敷田遺跡において、北陸に分布する小松式系土器が存在することに着

目している。この遠隔地系土器の経路として、「長野県の千曲川沿いの経路を考えないと当地域での出

現は理解できないが，千曲川沿いでは現在まで対比できる資料は検出されていない。（中略）異様であ

る。」と述べ、川沿いのルートではない別ルートを示唆している（石川 2001）。

（2）　�杉原荘介は 1939 年、「樽式土器」の設定を行うとともに、樽式土器は上野を主体としながらも分布圏

の末流は、「関東の西部山岳或いは丘陵地帯を廻って相模に入っている」と、そのルートについても推

察している（杉原 1939b）。
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